
 一般廃棄物処理手数料改定後の状況について 

 

（１）家庭系、事業系のごみ処理量の変化 

   平成23年10月から一般廃棄物のクリーンセンターへの自己搬入に係る処

理手数料が改定されたが、ごみ処理量は、表１のとおり家庭系が約0.7%

の増加し、事業系が約3%減少となった。 

   表１ 家庭系、事業系ごみ処理量 

   平成22年度(t)  平成23年度(t)    増減量(t)  増減率(%) 

   家庭系ごみ      69,644.90      70,131.56    ＋486.66     ＋0.7 

   事業系ごみ     20,126.37     19,532.34    △539.81    △3.0 

       計      89,771.27      89,663.90    △107.37     △0.1 

 

（２）家庭系、事業系の自己搬入量の変化 

   表２のとおり家庭系ごみ自己搬入量は約4.5%減少し、事業系ごみ自己搬

入量は約3.6%減少となった。 

   表２ 家庭系、事業系ごみ処理量 

   平成22年度(t)  平成23年度(t)    増減量(t)  増減率(%) 

   家庭系ごみ      1,955.39      1,868.12    △87.27     △4.5 

   事業系ごみ     1,987.33     1,914.81    △72.52    △3.6 

       計      3,942.72      3,782.93    △159.79     △4.1 

 

（３）ごみ処理トン経費 

    減価償却を含む各処理ごとの経費を積み上げたものは、表３のとおり建

設・機械が耐用年数７年を経過したため平成22年以降、大幅に減額している。 

 

表３ 各処理ごとの経費を積み上げたもの          （円/ｔ）  

 

 

燃やせるごみ 燃やせないごみ・粗大ごみ 埋立 

減価償却を

含まない 

減価償却を

含む 

減価償却を

含まない 

減価償却を

含む 

減価償却を

含まない 

減価償却を

含む 

平成 21 年度 23,838 47,632 49,018 79,916 29,182 35,916 

平成 22 年度 24,005 27,238 49,435 55,217 11,290 16,023 

平成 23 年度 21,732 24,791 53,235 58,464 11,725 16,089 

平均 23,192 33,220 50,563 64,532 17,399 22,676 

 

   

  



       周辺とのバランスを考慮するため、表４のとおり処理手数料が全体経費

を上回る組合もある。 
 

 

表４　他市の全体経費と処理手数料（円／ｔ）

春日井市 A市 B市 C市 D市

平成21年度 27,682 25,882 24,267 29,035 17,079

平成22年度 28,360 25,364 23,206 29,162 25,430

平成23年度 27,577 算出中 23,481 29,794 24,174

平均 27,873 25,623 23,651 29,330 22,228

処理手数料 20,000 20,000 20,000※ 15,000 13,000

A組合

※平成22年度

よりA市へ委託

B組合 C組合 D組合 E組合 F組合

平成21年度 21,929 13,288 25,391 19,720 算出中 19,400

平成22年度 - 12,907 31,040 20,475 20,892 27,339

平成23年度 - 算出中 34,355 20,475 19,081 26,956

平均 21,929 13,098 30,262 20,223 19,987 24,565

処理手数料 32,000 20,000 20,000※ 20,000 20,000 20,000※

※１　B市、C組合、F組合は、平成24年4月から改定
※２　全体経費とは、処理全体にかかった経費を処理量で割ったもの。


